
   

 

ロイネ「サステナビリティ推進基本方針」 

 

ロイネは、社是「英知・創意・熱意を糧とし 相互の信頼と融和を重んじ 企業の発展を通して 社会に貢献

しよう」のもと、企業活動を通じて持続可能な社会を支える企業となることを目指す。 

 

1. マテリアリティの特定と持続可能なビジネスの推進 

国際社会の一員として、自社のみならず社会にとっても持続可能な成⾧につながる課題を特定し、事業活動

を通じて企業価値向上を目指す。 

 

2. 社会との相互信頼づくり 

正確で明瞭な情報開示 及び開示情報の拡充に努め、従業員や取引先などのステークホルダーとの双方向の

対話を通じて、社会からの期待や要請を受けとめ、それらを実践していくことで信頼される企業を目指す。 

 

3. 環境保護と人権の尊重 

地球環境の保全や気候変動の緩和と適応、汚染防止と資源循環、生物多様性及び生態系の保護、人権と労働

における基本的権利に対し、問題の未然防止及び継続的な配慮に努め、持続可能な事業活動を推進する。 

各国法制度及び国際規範を尊重し、世界各国・地域の文化、伝統、慣習の理解に努め、公正かつ誠実な企業

活動を展開する。 

 

4. 持続可能なバリューチェーンの構築 

サプライチェーン上の資源の有効利用、人権の尊重、及び労働安全衛生への配慮に努める。取引先に対して

は当社のサステナビリティに対する考え方への理解と実践を求め、持続可能なバリューチェーン構築を目指す。 

 

5. サステナビリティ推進に向けた社員への教育・啓発 

社員に対し持続可能な社会や人権尊重に関する意識を醸成するための教育・啓発活動を行う。 
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